
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

し
か
し
、
交
渉
で
経
営
側
か
ら

の
回
答
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
り
今
年
の
売
上
げ
が
減
少

し
た
。
ま
た
、
こ
の
先
の
経
済

も
不
透
明
で
あ
る
た
め
、
夏
の

ボ
ー
ナ
ス
に
つ
い
て
昨
年
実

績
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
も

し
く
は
、
減
額
し
て
ほ
し
い
。

と
い
う
回
答
が
大
半
で
し
た
。

し
か
し
、
労
働
者
も
残
業
が
減

り
、
毎
月
の
収
入
は
減
っ
て
い

る
。
そ
の
う
え
、
夏
の
ボ
ー
ナ

ス
も
減
額
や
現
状
維
持
で
は

生
活
が
き
び
し
い
。
労
働
者
に

も
家
の
ロ
ー
ン
や
子
供
の
養

育
費
、
入
学
費
用
な
ど
様
々
な

出
費
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
支
払

い
は
待
っ
た
な
し
で
支
払
い

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。」
ま

た
、「
大
企
業
は
コ
ロ
ナ
禍
で

あ
っ
て
も
内
部
留
保
を
積
み

増
し
し
て
い
る
。
こ
ん
な
時
だ

か
ら
こ
そ
内
部
留
保
の
一
部

を
切
り
崩
し
て
労
働
者
に
還

元
し
、
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
状
況

を
変
え
る
に
は
我
々
労
働
者

が
立
ち
上
が
り
、
一
人
で
も
多

く
の
人
が
政
府
に
対
し
声
を

上
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
し
て
、
８
時
間
働
け
ば
誰
も

が
人
間
ら
し
く
生
活
出
来
る
、

こ
ん
な
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
多
く
の
労
働
者
が
労
働

組
合
に
加
入
し
、
力
関
係
を

変
え
政
治
を
変
え
よ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。 

参
加
者
は
、
関
西
支
部
２

名
、
大
阪
合
同
支
部
２
名
、

此
花
支
部
３
名
と
大
阪
府
本

部
・
前
村
執
行
委
員
長
、
荻

田
書
記
長
、
約
１
時
間
の
宣

伝
で
組
織
宣
伝
ビ
ラ
入
り
テ

ッ
シ
ュ
６
０
０
個
を
配
布
し

ま
し
た
。 

 

 

大
阪
府
本
部
は
、
昨
年
の
大

会
で
確
認
し
た
組
織
拡
大
目
標

数
１
０
０
名
の
達
成
に
む
け

て
、
夏
か
ら
大
会
に
む
け
て
最

後
ま
で
奮
闘
す
る
こ
と
を
確
認

し
、
６
月
２４
日
（
土
）
午
前
１０

時
か
ら
守
口
市
の
大
日
駅
前
で

組
織
拡
大
宣
伝
に
取
り
組
み
ま

し
た
。 

こ
の
日
の
大
日
駅
前
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も

あ
り
普
段
よ
り
人
通
り
が
少
な

い
中
で
行
い
ま
し
た
が
、
立
ち

止
ま
っ
て
聞
い
て
い
る
人
も
数

人
い
ま
し
た
。
前
村
執
行
委
員

長
と
荻
田
書
記
長
が
マ
イ
ク
で

訴
え
「
今
、
私
た
ち
は
夏
の
一

時
金
交
渉
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ＮＯ７５（１）           建交労大阪府本部機関紙             2021年７月号         

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大
阪
府
本
部
は
、
６
月
２４

日
（
木
）
大
阪
争
議
団
共
闘

と
大
阪
労
連
の
共
催
で
取
り

組
ん
だ
大
阪
総
行
動
に
結
集

し
ま
し
た
。
大
阪
総
行
動
は
、

大
阪
労
連
傘
下
の
組
織
で
権

利
侵
害
を
受
け
て
い
る
各
企

業
に
対
し
、
抗
議
宣
伝
を
行

い
早
期
解
決
を
め
ざ
し
要
請

す
る
行
動
で
す
。 

今
年
は
大
阪
総
行
動
に
エ

ン
ト
リ
ー
し
た
組
織
が
少
な

く
半
日
の
行
動
で
し
た
。
早

朝
に
は
、
淀
屋
橋
駅
前
と
大

阪
地
方
裁
判
所
前
の
二
手
の

分
か
れ
通
勤
途
中
の
方
々
に

ビ
ラ
を
配
布
し
、
各
職
場
か

ら
訴
え
ま
し
た
。 

早
朝
宣
伝
に
建
交
労
か
ら

参
加
し
た
の
は
、
大
阪
合
同

支
部
５
名
、
関
西
ダ
ン
プ
支

部
２
名
、
此
花
支
部
１
名
で

し
た
。 
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詭
弁
を
弄
す
る
が
多
く
の
事
件

は
未
審
査
で
残
る
、
不
当
労
働

行
為
の
実
態
は
中
労
委
命
令
が

認
定
し
て
い
る
。
そ
の
立
場
で

早
期
解
決
を
は
か
れ
！
明
治
乳

業
と
の
た
た
か
い
は
、
５
０
年

近
く
に
及
ぶ
が
私
た
ち
は
解
決

す
る
ま
で
た
た
か
う
！
」
と
力

強
く
訴
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、

共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
へ
移
動
し

抗
議
宣
伝
と
要
請
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

前
で
原
告
か
ら
は
「
長
い
間
、

団
体
交
渉
拒
否
を
し
て
い
た

が
、
中
労
委
命
令
で
団
交
拒
否

は
不
当
労
働
行
為
に
当
た
る
と

し
、
勝
利
命
令
が
出
ま
し
た
。

共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
誠
実
に

団
体
交
渉
に
応
じ
守
口
学
童
指

導
員
の
不
当
解
雇
を
撤
回
し
一

刻
も
早
く
指
導
員
を
職
場
に
復

帰
さ
せ
よ
！
」
と
訴
え
ま
し
た
。

最
後
に
「
大
阪
か
ら
す
べ
て
の

争
議
が
解
決
す
る
ま
で
団
結
し

て
頑
張
ろ
う
！
」
と
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
で
締
め
く
く
り
ま
し

た
。 

 

 

そ
の
後
、
大
阪
地
方
裁
判
所

前
に
結
集
し
決
起
集
会
を
行

い
、
１
班
・
２
班
、
要
請
班
に

分
か
れ
行
動
を
展
開
し
ま
し

た
。
建
交
労
は
１
班
に
合
計
６

名
が
結
集
し
、
明
治
乳
業
の
メ

イ
ン
バ
ン
ク
で
あ
る
、
み
ず
ほ

銀
行
本
社
前
で
抗
議
宣
伝
と

要
請
を
行
い
ま
し
た
。
原
告
の

か
ら
は
「
会
社
明
治
は
『
事
件

は
す
で
に
終
わ
っ
て
い
る
』
と



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本
部
・
荻
田
書
記
長
の
司
会
進

行
で
始
ま
り
、
鷹
巣
副
委
員
長

が
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
４
つ

の
指
標
「
機
関
会
議
の
確
立
・

交
渉
権
・
交
渉
機
能
の
確
立
、

財
政
の
確
立
、
学
習
会
の
確
立
」

に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
鷹
巣
副
委
員
長

 

大
阪
府
本
部
は
、
７
月
４
日

（
日
）
午
前
１０
時
～
国
労
大
阪

会
館
に
お
い
て
第
３
回
目
の
新

入
・
一
般
組
合
員
学
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
４

つ
の
指
標
」、
講
師
に
は
大
阪
府

本
部
・
鷹
巣
副
委
員
長
で
行
い

ま
し
た
。
学
習
会
は
、
大
阪
府

は
「
少
数
職
場
で
は
労
働
基
準
法
違
反
を
是
正

す
る
こ
と
が
出
来
て
も
、
そ
れ
以
上
の
要
求
を

実
現
さ
せ
よ
う
と
思
え
ば
、
数
が
力
で
す
。
職

場
の
中
に
仲
間
を
増
や
し
、
会
社
と
の
力
関
係

を
変
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。」
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。
質
疑
・
応
答
で
の
質
問
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
各
支
部
か
ら
夏
季
一
時
金
状

況
の
報
告
と
職
場
の
権
利
侵
害
、
職
場
で
の

様
々
な
問
題
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
神
田
支
部
か
ら
は
「
東
京
の
組
合
員
は
、

大
阪
府
本
部
の
学
習
会
に
参
加
し
て
み
た
い
」

と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。 

今
回
の
学
習
会
で
大
阪
府
本
部
は
、
昨
年

の
第
２２
回
定
期
大
会
方
針
で
確
認
し
た
次

世
代
活
動
家
育
成
学
習
会
２
回
と
新
入
・
一

般
組
合
員
学
習
会
３
回
の
す
べ
て
が
終
了

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
関
西
支
部
５
名
、

大
阪
合
同
支
部
６
名
、
此
花
支
部
４
名
、
関

西
合
同
支
部
１２
名
、
関
西
ダ
ン
プ
支
部
１

名
、
神
田
支
部
１
名
、
合
計
２９
名
の
参
加

で
し
た
。 
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高
槻
市
役
所
前
に
は
沢
山
の
人
が

集
ま
り
、
大
阪
府
本
部
・
植
西
執

行
委
員
と
関
西
合
同
支
部
橋
本
副

委
員
長
が
参
加
し
ま
し
た
。
２
日

目
・
３
日
目
は
大
阪
府
本
部
・
荻

田
書
記
長
、
３
日
目
の
午
後
か
ら

は
関
西
合
同
支
部
・
大
陽
液
送
分

会
と
寿
分
会
の
組
合
員
１
名
ず

つ
、
４
日
目
は
、
大
阪
府
本
部
・

荻
田
書
記
長
、
５
日
目
は
、
大
阪

府
本
部
・
阪
口
副
執
行
委
員
長
、

６
日
目
は
、
大
阪
合
同
支
部
・
松

澤
書
記
長
と
関
西
支
部
組
合
員
、

最
終
日
は
大
阪
府
本
部
・
小
城
執

行
委
員
の
、
す
べ
て
の
行
進
し
た

幹
線
コ
ー
ス
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

ア
ナ
ウ
ン
ス
の
み
の
行
動
と

な
り
、
例
年
か
ら
取
り
組
ん

で
い
た
歌
や
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
は
行
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
初
日
の
柏
原
～
東
大
阪

市
役
所
、
２
日
目
の
河
内
長

野
市
～
松
原
市
役
所
、
６
日

目
の
高
槻
市
役
所
～
吹
田
市

役
所
は
行
進
を
行
わ
ず
に
、

駅
前
で
の
宣
伝
行
動
と
自
治

体
へ
の
要
請
行
動
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の

 

２
０
２
１
年
原
水
爆
禁
止

国
民
平
和
行
進
は
６
月
３
０

日
（
水
）
の
午
後
～
奈
良
県

か
ら
引
継
ぎ
を
行
い
７
月
７

日
（
水
）
ま
で
大
阪
府
下
の

幹
線
コ
ー
ス
、
網
の
目
コ
ー

ス
で
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。 

 

大
阪
府
本
部
は
、
幹
線
コ

ー
ス
の
す
べ
て
に
各
支
部
か

ら
参
加
を
呼
び
か
け
取
り
組

み
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
平
和
行
進
は
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